
JP 5016367 B2 2012.9.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷陰極管の電極線を弾発的に挟持する挟持部を有するコンタクトと、
　前記コンタクトが装着されるハウジングと、
　前記挟持部の拡開操作を行う操作部材を有し、前記ハウジングに対して摺動可能に取り
付けられて、前記操作部材により前記挟持部を拡開する拡開位置と、その拡開を解除して
前記コンタクトに前記電極線を挟持させる拡開解除位置との間を移動するスライダと
を備え、
　前記コンタクトの挟持部が、前記操作部材により拡開されず且つ前記冷陰極管の電極線
を挟持しない初期状態において、前記電極線の軸方向から見て互いに交差するように配置
された対をなす圧接部材を有し、
　前記各圧接部材は、前記電極線に接触する複数の接触片からなり、
　前記圧接部材の一方における前記接触片の各々と、前記圧接部材の他方における前記接
触片の各々とは、前記電極線の軸方向に沿って交互に配置されるように設けられ、
　前記電極線と前記コンタクトとの接続において、前記スライダが前記拡開位置にある場
合、前記接触片の間隔が拡がって前記交差が解除され、前記スライダが前記拡開解除位置
にある場合、前記接触片の間隔が狭められて前記電極線が挟持されることを特徴とする冷
陰極管用コネクタ。
【請求項２】
　前記複数の接触片が、前記圧接部材を構成する弾性片の幅方向中央に設けたスロットの
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両側に形成される２つの接触片であり、前記コンタクトの挟持部は、前記初期状態におい
て、前記接触片の一方が対をなす相手側のスロットに挿入されることにより互いに交差す
ることを特徴とする請求項１に記載の冷陰極管用コネクタ。
【請求項３】
　前記スライダが前記接触片を押圧する対をなす押圧部材を有し、当該押圧部材が、前記
解除位置において前記接触片の前記電極線に圧接する面とは反対側の面を押圧し、前記拡
開位置においてその押圧を解除することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の冷
陰極管用コネクタ。
【請求項４】
　前記ハウジングは、前記冷陰極管を電源側の基板表面に沿って保持し、
　前記スライダは、前記ハウジングに対して前記電極線の軸方向に沿って摺動可能に取り
付けられたことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の冷陰極管用コネク
タ。
【請求項５】
　前記スライダが、前記拡開解除位置において前記電極線と前記コンタクトとの接触部位
を露出しないように前記ハウジングを覆うハウジングカバーとして形成されたことを特徴
とする請求項４に記載の冷陰極管用コネクタ。
【請求項６】
　前記スライダは、前記拡開位置において前記電極線と前記コンタクトとの位置関係を確
認可能な位置にあり、且つ前記拡開解除位置において前記電極線と前記コンタクトとの接
触部位を露出しない位置にある視認用窓を有することを特徴とする請求項５に記載の冷陰
極管用コネクタ。
【請求項７】
　請求項４乃至６に記載の冷陰極管用コネクタを、前記電源側の基板に対して前記スライ
ダの摺動方向と垂直な方向に複数列設したことを特徴とする冷陰極管の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶バックライト等の光源として用いられる冷陰極管（CCFL）の電極線を電
源側と接続するための冷陰極管用コネクタ及び冷陰極管の取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、冷陰極管の電極線を電源側と接続する方法として、電極線を直接半田付けして接
続する代わりに、電極線に圧接して電源側との電気的接続を実現するコンタクトを備えた
冷陰極管用コネクタを用いる技術が存在する（特許文献１乃至４参照）。この種の冷陰極
管用コネクタを用いることにより、半田付けの熱による悪影響を排除でき、また、冷陰極
管の電極線を電源側と接続する際の作業効率を改善できることが知られている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２４４７４９号公報
【０００４】
【特許文献２】特開２００５－２５９３７０号公報
【０００５】
【特許文献３】登録実用新案３１２８８５６号公報
【０００６】
【特許文献４】特開２００７－４８７１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献１に記載のコネクタは、コンタクトをその両側に配置された膨出部により
押圧して弾性変形させることで、その自由端を、電極線（導線）を挟み込むように圧接さ
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せる構成を有する。しかしながら、この圧接は、自由端を設けたＵ字状部の変形による弾
発力のみによって行われるので、大きな圧接力を得にくいという課題があった。また、コ
ンタクトの自由端が電極線と接触する面積は比較的小さく、電気的接続の安定性に欠ける
という課題があった。さらに、電極線に圧接する内壁部と膨出部に押圧される外壁部とか
らなるＵ字状部が、繰り返し使用等により変形すると、電極線に対する圧接を適切に行え
なくなるという課題があった。
【０００８】
　上記特許文献２に記載のコネクタは、電極線を弾発的に挟み込むように設けられたコン
タクトの接点部が、その近傍に付設された対をなす作動片の操作により開閉される構成を
有する。しかしながら、作動片の操作は、回動可能に設けられたアクチュエータのカム部
との接離により行う構造であるので、その回動構造によりコネクタが大型化し、組み立て
も容易でないという課題があった。
【０００９】
　上記特許文献３に記載のコネクタは、コンタクト並びにそれを収容するケース及び蓋体
からなり、蓋体が有する２つの挟持アームが対応するコンタクトの係止部を挟持すること
でコンタクトを電極線に圧接させる構成を有する。しかしながら、各部品（ケース、蓋、
及びコンタクト）は、圧接前は別体であるので取り扱いが煩わしく、また、コネクタを組
み立てる際の作業負荷も大きいという課題があった。さらに、冷陰極管をコネクタに接続
した後に冷陰極管を交換する必要が生じた場合には、その取り外し作業が容易ではないと
いう課題があった。
【００１０】
　上記特許文献４に記載のコネクタは、ハウジング内に一対の相対向する弾性片部を有す
るコンタクトが収容され、操作部材の上下移動によりコンタクトの挟持部の拡開操作を行
う構成を有する。しかしながら、コンタクトは、折り返し部を介して２つの片部が連なる
形状を有し、自由状態では挟持部をなす内側の片部が平行に並ぶように構成されているの
で、拡開解除後のコンタクトの弾性力による電極線に対する挟持力は比較的小さく、電極
線を安定的に保持できないという課題があった。この場合、操作部材に設けた傾斜状カム
面からなる加圧部により片部を加圧して挟持力を向上させることができるが、この加圧部
は、挟持部から離れた片部の先端部を押圧する構成であるので、繰り返し使用等により片
部が変形すると、電極線に対する圧接を適切に行えなくなるという課題があった。
【００１１】
　本発明は、このような従来技術の課題を鑑みて案出されたものであり、冷陰極管用コネ
クタに対する冷陰極管の着脱作業を容易にするとともに、コンタクトの電極線に対する圧
接力を向上させて電気的接続の安定化を図ることができる冷陰極管用コネクタ及び冷陰極
管の取付構造を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するためになされた第１の発明は、冷陰極管の電極線を弾発的に挟持す
る挟持部を有するコンタクトと、前記コンタクトが装着されるハウジングと、前記挟持部
の拡開操作を行う操作部材を有し、前記ハウジングに対して摺動可能に取り付けられて、
前記操作部材により前記挟持部を拡開する拡開位置と、その拡開を解除して前記コンタク
トに前記電極線を挟持させる拡開解除位置との間を移動するスライダとを備え、前記コン
タクトの挟持部が、前記操作部材により拡開されず且つ前記冷陰極管の電極線を挟持しな
い初期状態において、前記電極線の軸方向から見て互いに交差するように配置された対を
なす圧接部材を有する構成とする。
【００１３】
　これによると、スライダの摺動によりコンタクトの挟持部の拡開操作を行うので、コネ
クタに対する冷陰極管の着脱作業が容易となる。また、対をなす圧接部材が、コンタクト
の初期状態において電極線の軸方向から見て互いに交差するように配置されるので、電極
線に対する圧接力を向上させて電気的接続の安定化を図ることができる。
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【００１４】
　上記課題を解決するためになされた第２の発明は、前記圧接部材が前記電極線に接触す
る複数の接触片を有し、当該複数の接触片は、それぞれの圧接部材の接触片が前記電極線
の軸方向に沿って交互に配置されるように設けられた構成とすることができる。
【００１５】
　これによると、コンタクトの挟持部が初期状態で互いに交差するように配置された圧接
部材を有する構成において、電極線に対する圧接部材（複数の接触片）の接触面積を適切
に確保しつつその接触状態を安定的に保持することが可能となる。
【００１６】
　上記課題を解決するためになされた第３の発明は、前記複数の接触片が、前記圧接部材
を構成する弾性片の幅方向中央に設けたスロットの両側に形成される２つの接触片であり
、前記コンタクトの挟持部は、前記初期状態において、前記接触片の一方が対をなす相手
側のスロットに挿入されることにより互いに交差する構成とすることができる。
【００１７】
　これによると、簡易な構成により、電極線に対する接触片の接触面積を適切に確保しつ
つその接触状態を安定的に保持することが可能となる。
【００１８】
　上記課題を解決するためになされた第４の発明は、冷陰極管の電極線を弾発的に挟持す
る挟持部を有するコンタクトと、前記コンタクトが装着されるハウジングと、前記挟持部
の拡開操作を行う操作部材を有し、前記ハウジングに対して摺動可能に取り付けられて、
前記操作部材により前記挟持部を拡開する拡開位置と、その拡開を解除して前記コンタク
トに前記電極線を挟持させる拡開解除位置との間を移動するスライダとを備え、前記コン
タクトの挟持部が前記電極線に圧接する対をなす圧接部材を有し、前記スライダが前記圧
接部材を押圧する対をなす押圧部材を有し、当該押圧部材が、前記解除位置において前記
圧接部材の前記電極線に圧接する面とは反対側の面を押圧し、前記拡開位置においてその
押圧を解除する構成とする。
【００１９】
　これによると、スライダの摺動によりコンタクトの挟持部の拡開操作を行うので、コネ
クタに対する冷陰極管の着脱作業が容易となる。また、スライダに設けた押圧部材により
圧接部材の電極線に圧接する面とは反対側の面を押圧するので、電極線に対する圧接部材
の圧接状態を確実に保持して、電気的接続の安定化を図ることができる。さらに、繰り返
し使用等によりコンタクトの圧接部材またはその周辺部が変形したような場合でも、圧接
部材を電極線に対して適切に圧接させることができるという利点もある。
【００２０】
　上記課題を解決するためになされた第５の発明は、冷陰極管の電極線を弾発的に挟持す
る挟持部を有するコンタクトと、前記コンタクトが装着されるとともに前記冷陰極管を電
源側の基板表面に沿って保持するハウジングと、前記挟持部の拡開操作を行う操作部材を
有し、前記ハウジングに対して前記電極線の軸方向に沿って摺動可能に取り付けられて、
前記操作部材により前記挟持部を拡開する拡開位置と、その拡開を解除して前記コンタク
トに前記電極線を挟持させる拡開解除位置との間を移動するスライダとを備えた構成とす
る。
【００２１】
　これによると、スライダの摺動によりコンタクトの挟持部の拡開操作を行うので、コネ
クタに対する冷陰極管の着脱作業が容易となる。また、スライダを電極線の軸方向（即ち
、電源側の基板表面）に沿って摺動させるので、その摺動の際には基板表面に垂直な方向
には大きな外力が加わることがなく、基板への負荷を軽減することができる。
【００２２】
　上記課題を解決するためになされた第６の発明は、前記スライダが、前記拡開解除位置
において前記電極線と前記コンタクトとの接触部位を露出しないように前記ハウジングを
覆うハウジングカバーとして形成された構成とすることができる。
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【００２３】
　これによると、冷陰極管の取り付け後は、電極線とコンタクトとの接触部位が覆われた
状態となるので、接続部位への異物（塵、埃等）の侵入及び付着を防止することができる
。
【００２４】
　上記課題を解決するためになされた第７の発明は、前記スライダは、前記拡開位置にお
いて前記電極線と前記コンタクトとの位置関係を確認可能な位置にあり、且つ前記拡開解
除位置において前記電極線と前記コンタクトとの接触部位を露出しない位置にある視認用
窓を有する構成とすることができる。
【００２５】
　これによると、コネクタに対する冷陰極管の取り付けの際に、作業者が電極線とコンタ
クトとの位置関係を確認できるので、取り付け作業を容易かつ確実に実行可能となる。ま
た、冷陰極管の取り付け後は、電極線とコンタクトとの接触部位が覆われた状態となるの
で、接続部位への異物の侵入及び付着を防止することができる。
【００２６】
　上記課題を解決するためになされた第８の発明は、上記第５乃至第７の発明に係る冷陰
極管用コネクタを、前記電源側の基板に対して前記スライダの摺動方向と垂直な方向に複
数列設したことを特徴とする冷陰極管の取付構造とする。
【００２７】
　これによると、複数の冷陰極管のスライダを後側から一纏めに押圧して拡開位置から拡
開解除位置に移動させる機構を設けることで、複数の冷陰極管についての接続操作の自動
化を容易に実現することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、冷陰極管用コネクタに対する冷陰極管の着脱作業を容易にするととも
に、コンタクトの電極線に対する圧接力を向上させて電気的接続の安定化を図ることがで
きるという優れた効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００３０】
　図１は本発明に係る冷陰極管用コネクタの一実施形態を示す斜視図であり、図２はコネ
クタの分解斜視図であり、図３～図５はコネクタを構成するコンタクトの正面図、上面図
及び展開形状を示す図であり、図６はコネクタを構成するスライダの底面側から見た斜視
図である。なお、以下で使用する方向を示す用語について、「前後」は、冷陰極管の電極
線の軸方向（ただし、電極線の端部側を後とする）に、「上下」は、冷陰極管用コネクタ
を取り付ける基板（図７）に垂直な方向（ただし、基板側を下とする）に、また、「左右
」は、それら「前後」及び「上下」に対して垂直な方向（ただし、電極線から冷陰極管に
向かって左右を定める）に概ね相当するものとする。
【００３１】
　冷陰極管用コネクタ１は、ここでは図示しない冷陰極管の電極線を電源側と電気的に接
続するコンタクト２と、冷陰極管の端部を弾性的に保持するクッション３と、これらコン
タクト２及びクッション３が装着されるハウジング４と、ハウジング４に対して摺動可能
に取り付けられ、コンタクト２に冷陰極管の電極線を接続するための操作を行う操作部と
して機能するとともに、ハウジング４を覆うハウジングカバーを構成するスライダ５とを
備える。
【００３２】
　コンタクト２は、図２～図５に示すように、ハウジング４に圧入状態で装着される固定
片１１と、固定片１１の両側から対をなすように下側（基板側）に向けて延出する１組の
脚を有する端子脚片１２，１３と、それら端子脚片１２，１３の間に配置され、固定片１
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１の両側から上側に向けて延出する一対の起立片（挟持部）１４とを有する。コンタクト
２は弾発性に富む金属薄板の折り曲げ加工によって一体形成されている。
【００３３】
　一対の起立片１４は、概ね左右対称に配置されており、固定片１１に接続された略つの
字状をなす折り曲げ部２１と、この折り曲げ部２１の上端に接続されて略垂直方向に延在
する圧接部（圧接部材）２２と、この圧接部２２の上端に接続されて水平方向に延在する
とともに、その終端を上方に突出させた作動部２３とをそれぞれ有する。これらの起立片
１４は、ばね片を形成する折り曲げ部２１及び圧接部２２の弾発力により、それぞれ圧接
部２２を電極線に圧接させることで、電極線を両側から挟持可能である。
【００３４】
　圧接部２２は、図４及び図５に示すように、弾性片の幅方向中央に設けたスロット２４
の両側に形成される接触片２５，２６を有している。２つの圧接部２２は、コンタクト２
が図２～図４に示すような電極線を挟持しない初期状態にある場合、一方の接触片２５が
相手側の起立片１４のスロット２４内に挿入されて互いに交差するように前後方向に互い
違いに配置されている。従って、電極線を挟持する部位Ｎ（図３）における接触片２５，
２６の左右の間隔は、電極線の径よりも小さくなっている。このような構成により、電極
線を挟持する際に変形する圧接部２２（接触片２５，２６）の弾発力を増大させ、電極線
の電気的接続の安定化を図ることができる。このとき、それぞれの圧接部材２２の接触片
２５，２６は、電極線の軸方向に沿って交互に配置されている。これにより、上記のよう
な互いに交差する構成の圧接部２２において、電極線に対する接触面積を適切に確保しつ
つその接触状態を安定的に保持することが可能となる。
【００３５】
　作動部２３は、その終端を上方に折り曲げて突出させた可動片２７を有しており、可動
片２７の前後方向の両端には、外側に折り曲げたテーパ状の案内片２７ａが設けられてい
る。
【００３６】
　クッション３は、シリコーンゴム等の弾力性に富む樹脂材料で形成され、図２に示すよ
うに、冷陰極管の端部の外周面に適合させた形状の保持溝３１を有している。また、クッ
ション３には、その底部にハウジング４への装着の際に用いる案内溝３２を設け、また、
ハウジング４に固定するために、左右の側壁３３から突出させるように２つの凸片３３ａ
を設けてある。さらに、クッション３の後壁３４には、冷陰極管の電極線を受入可能なよ
うに、略Ｙ字状の切欠溝３４ａを形成している。
【００３７】
　ハウジング４は、図２に示すように、クッション３の切欠溝３４ａと同様の略Ｙ字状の
切欠溝４１ａを形成した仕切り板４１を有しており、この仕切り板４１及び左右の側壁４
２により、コンタクト２が装着される接続室４３及びクッション３が装着される保持室４
４が画定される。ハウジング４は合成樹脂材料で一体形成される。
【００３８】
　左右の側壁４２には、スライダ５を案内すべく上下方向の略中央に凹状をなす案内溝５
１を設けており、その案内溝５１内には、スライダ５側と係合可能なように、略台形状の
断面をなす凸片５２及びくさび状をなす凸片５３を設けてある。側壁４２の接続室４３側
には、前後方向に延在するスリット５４を設けてある。コンタクト２の装着時には、ハウ
ジング４の底壁５５と押さえ板５６との間隙にコンタクト２の固定片１１が挿入され、側
壁４２のスリット５４に端子脚片の水平部１２ａ，１３ａが挿入された状態となる。また
、側壁４２の保持室４４側には、クッション３の凸片３３ａを係止可能な係止片５７を設
けてある。クッション３の装着の際には、保持室４４の底面に設けた突状５８（図１）を
クッション３の案内溝３２に係合させて案内し、クッション３の凸片３３ａを係止片５７
により係止させる。
【００３９】
　スライダ５は、図２及び図６に示すように、ハウジング４の周囲を覆うように設けた上
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壁６１、左右の側壁６２、後壁６３、及び底壁６４を有する。上壁６１には、冷陰極管の
取り付けの際に、電極線とコンタクト２との接続状態の視認用窓として機能する略Ｖ字状
をなす切欠き部６１ａを設け、また、上壁６１の内側には、コンタクト２の可動片２７と
の係合によりコンタクト２の拡開動作を行う一対の作動用突起（操作部材）６５を設けて
ある。左右の側壁６２には、ハウジング４の凸片５２，５３に係合可能なフック６６を設
けてある。側壁６２の下部には左右方向に拡張された拡張部６２ａを設けてハウジング４
の側壁４２との間に一定の間隙が形成されるようにし、また、底壁６４の左右にはスリッ
ト６７を設けてある。これにより、端子脚片の垂直部１２ｂ，１３ｂがハウジング４のス
リット５４から下方に延出可能となっている。後壁６３には、接触片２５，２６を両側か
ら挟み込むように前方に突出させた一対の保持用突片（押圧部材）６８ａ，６８ｂを設け
てある。この保持用突片６８ａ，６８ｂは、接触片２５，２６に対して電極線に圧接する
面とは反対側の面を押圧可能なように設けてある。これにより、電極線に対する接触片２
５，２６の圧接状態を確実に保持して、電気的接続の安定化を図ることが可能となる。左
右の側壁６２から外側に突出する後壁６３の側部６３ａは、ハウジング４にスライダ５を
取り付ける際またはスライダ５を摺動させる際に作業者が把持する摘み部として機能する
。スライダ５はハウジング４と同様の合成樹脂材料で一体形成される。
【００４０】
　次に、上記構成の冷陰極管用コネクタに対する冷陰極管の取付要領について説明する。
【００４１】
　図７は図１に示した冷陰極管用コネクタに対する冷陰極管の取り付け方法を示す斜視図
であり、図８は冷陰極管の取り付けの際のコネクタの拡開動作を示す縦断面図（図１０の
VIII－VIII線に沿った断面図）であり、図９は図８のIX－IX線に沿った横断面図であり、
図１０は冷陰極管の取り付けの際のスライダの開閉動作を示す平面図であり、図１１は図
８のXI－XI線に沿った横断面図であり、図１２は図８のXII－XII線に沿った横断面図であ
る。
【００４２】
　図７に示すように、冷陰極管用コネクタ１は電源側の基板７０に対してその端子脚片を
介し取り付けられる。この冷陰極管用コネクタ１に対する冷陰極管７１の取り付けは、冷
陰極管７１を着脱可能とすべく、コンタクト２の起立片１４を拡開する拡開位置にスライ
ダ５を移動させた状態で（図７（Ａ））、冷陰極管用コネクタ１の上方から冷陰極管７１
の端部をクッション３の保持溝３１に載置した後（図７（Ｂ））、その拡開を解除してコ
ンタクト２の起立片１４に電極線７２を挟持させる拡開解除位置にスライダ５を移動させ
る（図７（Ｃ））ことにより行われる。
【００４３】
　図７では、冷陰極管７１の一方側の電極線７２が接続される構成のみを示しているが、
他方側の電極線についても同様に接続可能である。また、図７において、冷陰極管用コネ
クタ１の左右方向に同様の冷陰極管用コネクタを複数列設するとともに、それら複数のコ
ネクタのスライダを後側から一纏めに押圧して拡開位置から拡開解除位置に移動させる機
構を設けることで、複数の冷陰極管についての接続操作の自動化を容易に実現することが
できる。なお、冷陰極管７１の取り外しについては、上記取り付けとは逆の手順により行
うことができる。
【００４４】
　ここで、スライダ５のハウジング４に対する取り付けは、図２に示したような状態から
、左右の側壁６２に設けたフック６６（図６）をハウジング４の側壁４２の案内溝５１に
係合させた状態で、前方（ハウジング４側）に押し込むことにより行われる。これにより
、スライダ５のフック６６が左右に拡がるように弾性変形してハウジング４の凸片５３を
乗り越え、図１２（Ａ）に示すように、後方への移動が凸片５３により規制された状態と
なる。このとき、スライダ５は拡開位置にある。
【００４５】
　また、スライダ５の拡開位置から拡開解除位置への移動は、図１２（Ａ）の拡開位置に
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あるスライダ５を、さらに前方に押し込むことにより行われる。これにより、スライダ５
のフック６６が左右に拡がるように弾性変形してハウジング４の凸片５２を乗り越え、図
１２（Ｂ）に示す状態となる。このとき、スライダ５は拡開解除位置にある。また、逆に
スライダ５を後方に引き出すことにより、フック６６がハウジング４の凸片５２を乗り越
え、スライダ５を拡開解除位置から拡開位置へ再び移動させることが可能である。なお、
スライダ５をハウジング４に対して一旦取り付けた後（即ち、冷陰極管用コネクタ１の組
み立て後）は、拡開位置と拡開解除位置との間を摺動させるのみで冷陰極管の着脱が可能
となるので、コネクタ１に対する冷陰極管７１の着脱作業は容易である。また、冷陰極管
用コネクタ１の組み立て後は、冷陰極管７１の着脱の際にも各構成要素を個別に取り扱う
必要がないので、取り扱いが容易であるという利点もある。
【００４６】
　スライダ５が拡開位置にある場合、図８（Ａ）及び図９（Ａ）に示すように、作動用突
起６５が、コンタクト２の起立片１４の弾発力に抗してその可動片２７を左右方向にそれ
ぞれ押圧することで、電極線７２を挟持する部位Ｎにおける接触片２５，２６の左右の間
隔が電極線７２の径よりも大きく拡がった状態となる。このとき、図１０（Ａ）に示すよ
うに、冷陰極管７１の取り付け作業者は、スライダ５の切欠き部６１ａから電極線７２と
接触片２５，２６との接続の位置関係を確認することが可能である。これにより、冷陰極
管７１の取り付け作業を容易かつ確実に実行可能となる。
【００４７】
　一方、スライダ５が拡開解除位置にある場合、図８（Ｂ）及び図９（Ｂ）に示すように
、作動用突起６５の可動片２７に対する押圧が解除され、コンタクト２の起立片１４の弾
発力により、電極線７２を挟持する部位Ｎにおける接触片２５，２６の左右の間隔が狭め
られて電極線７２を挟持した状態となる。また、図８（Ｂ）及び図１１に示すように、一
対の保持用突片６８ａ，６８ｂが接触片２５，２６を両側から挟み込むように前進し、断
面が略Ｔ字状をなすように上下方向に拡張されたそれらの側縁部が、接触片２５，２６の
電極線７２に圧接する面とは反対側の面を押圧する。このとき、図１０（Ｂ）に示すよう
に、スライダ５の切欠き部６１ａは電極線７２と接触片２５，２６との接続位置を露出し
ない位置に移動し、接続部位への異物（塵、埃等）の侵入及び付着を防止することができ
る。
【００４８】
　図１３は図１に示した冷陰極管用コネクタに外径の異なる冷陰極管を取り付けた場合の
説明図である。
【００４９】
　電極線７２の軸方向から見た場合、コンタクト２の圧接部２２は、その上下の端部が内
側に絞られた形状を有しており、これにより電極線７２が上下方向に抜けることを防止し
ている。このような圧接部２２の形状で起立片１４の弾発力を作用させることにより、コ
ンタクト２は、図１３（Ａ），（Ｂ）に示すように、外径の異なる冷陰極管７１の電極線
７２と圧接可能となる。なお、電極線の径が異なる冷陰極管の場合も同様に冷陰極管用コ
ネクタ１に取り付けることができる。
【００５０】
　本発明を特定の実施形態に基づいて詳細に説明したが、これらの実施形態はあくまでも
例示であって本発明はこれらの実施形態によって限定されるものではない。例えば、冷陰
極管用コネクタの基板に対する接続は、実施形態に示した構成に限らず当業者に周知の種
々の方法を用いて行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明に係る冷陰極管用コネクタ及び冷陰極管の取付構造は、冷陰極管用コネクタに対
する冷陰極管の着脱作業を容易にするとともに、コンタクトの電極線に対する圧接力を向
上させて電気的接続の安定化を図ることができるので、液晶バックライト等の光源として
用いられる冷陰極管の電極線を電源側と接続するための冷陰極管用コネクタ及び冷陰極管
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【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明に係る冷陰極管用コネクタの斜視図
【図２】冷陰極管用コネクタの分解斜視図
【図３】コネクタの正面図
【図４】コネクタの上面図
【図５】コネクタの展開形状を示す図
【図６】底面側から見たカバーの斜視図
【図７】コネクタに対する冷陰極管の取り付け方法を示す斜視図
【図８】コネクタの圧接動作を示す縦断面図
【図９】コネクタの開閉動作を示す横断面図
【図１０】カバーの開閉動作を示す平面図
【図１１】挟持部材によるコネクタの挟持状態を示す横断面図
【図１２】カバーの開閉動作を示す横断面図
【図１３】冷陰極管用コネクタに外径の異なる冷陰極管を取り付けた場合を示す図
【符号の説明】
【００５３】
１　冷陰極管用コネクタ
２　コンタクト
３　クッション
４　ハウジング
５　スライダ
１２，１３　端子脚片
１４　起立片（挟持部）
２２　圧接部（圧接部材）
２５，２６　接触片
２７　可動片
６１ａ　切欠き部（視認用窓）
６５　作動用突起（操作部材）
６８ａ，６８ｂ　保持用突片（押圧部材）
７０　基板
７１　冷陰極管
７２　電極線
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